
教育現場でのRESASを
活用した探究学習支援について

あがたがおか なかや ゆきひろ
長野県松本県ヶ丘高等学校 教諭 中谷幸裕
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長野県松本県ヶ丘高等学校
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【概要】
• 創 立：１９２３年（大正１２年） 創立９４周年
• 生徒数：９９８名（Ｈ２９年４月現在）
• 学 科：普通科・英語科

H30年4月より英語科を探究科に改編

【本校の特色】
• 長野県中信地区の学びのフロントランナー
創立以来、多くの卒業生が国内外を問わず各界各方面で活躍

• 学びの意識が高い生徒集団
ほとんどの生徒が４年制大学への進学を希望し、毎年約１５０名(現・浪含む)が国公立大学へ進学

あがたがおか



地方創生☆政策アイデアコンテスト2016
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地方の課題を、RESAS（地域経済分析シス
テム）を用いて現状分析し、その分析に基づき
考えられる政策アイデアを提示するコンテスト

高校生以下の部

地方創生担当大臣賞受賞
政策アイデア

長野県の負のスパイラル大問題!!
「昆虫食」で解決します！





昆虫食を用いた新たな加工食品



（RESAS 消費マップ・消費花火図 2015年購入金額より)

加工食品
漬物・佃煮

（昆虫食の分野）
2015年 1.74％

抵抗感払拭

粉
末
加
工

サプリメント
開発



地方創生担当大臣賞受賞後の取り組み

長野県工業技術総合センター
しあわせ信州食品開発センター
昆虫食の成分分析の実施
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「信州味噌いなご煎餅」
地元企業・松商学園商業科の生徒と協力し開発
文化祭にて販売



探究学習とは
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②情報
の収集

①課題
の設定

③整理
・分析

④まとめ
・表現

1

1

2

4

3

図:今求められる力を高める総合的な学習の
時間の展開(文部科学省 H25.7)を参考

授業や身近な経験の中で自ら見つけた課題につ
いて、その解決に向けて主体的・協働的に取り
組む学習

①【課題の設定】
②【情報の収集】
③【整理・分析】
④【まとめ・表現】

過程を振り返る
中で、よりよい考
えに更新され、
新たな課題を設
定する



信州学
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写真
左：長野県教育委員会編集テキスト
右：本校独自のテキスト

�平成28年度(昨年度)から、長野県の全て
の県立高校に導入

�グローバル化が進む社会において、主体
的に生きる力の基礎となり「根」となる、自
らが生まれ育った地域の文化・産業・自然
を理解し、ふるさとに誇りと愛着を持ち、ふ
るさとを大切にする心情を涵養(かんよう)
する。



RESAS活用の背景
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人口減少、過疎化が構造的に進展し、疲弊する地域経済を真の意味で活性化させていくためには、自治体
が、地域の現状・実態を正確に把握した上で、将来の姿を客観的に予測し、その上で、地域の実情・特性
に応じた、自発的かつ効率的な政策立案をその実行が不可欠。

RESAS

出典：「地方創生をビッグデータ（RESAS）でどう実現するか」 平成28 年7 月7 日 内閣官房 まち・ひと・しごと創生本部事務局

わたしたちが暮らしている地域のすがたや課題を「再発見」してください。そして、それをさらに深く追究し、自ら
の知識でどんなことができるのか、地域とどう関わってゆくかを学んでいきましょう。

出典：「わたしたちの信州学」 平成28 年6 月 長野県教育委員会

文献調査 アンケート インタビュー

信州学

データアプローチ
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1.課題を見つけ、仮説を立てる 2.仮説を検証する 3.検証結果を分析し、まとめる

土

地

勘

Ｒ

Ｅ

Ｓ

Ａ

Ｓ

課題仮説の着想支援（数値化）

地域が抱える課題、強化産業候補の発掘
RESAS：稼ぐ力分析、地域経済循環等

例）
・競争力の高い産業
農業・林業／複合サービス事業

・競争力から見た特徴
労働生産性が全産業総じて低い
※特化係数：0.75（1.0：全国平均）

地域を取り巻く環境の理解（経験則）

観光におけるインバウンド
需要を取り込めている！？

県内の就職先は
少ない！？

農地の面積は広いが、
管理は大変！？

テーマの絞り込み／分析の詳細化

課題仮説の検証支援（数値化）

特定産業に絞り込んだ課題を数値から深堀
RESAS：稼ぐ力分析、農林水産業マップ
例）
「農業の場合」
・農産物販売金額（経営体あたり）
全国平均より71万円低い
（全国平均473万円→長野県402万円）
・農業経営者の平均年齢
66.7歳（25-34歳:0.5%,35-44歳:3.4%）

地域が抱える課題の検証（現地調査）

農家の方は
本当に困っているのか？

長野観光した海外の方の
実際の反応は？

若者の東京に就職したい
理由は？

目標値の仮説設定（レポーティング）

課題分析／解決策立案（レポーティング）

課題設定した指標の未来像つくり

例）
RESAS：稼ぐ力分析、農林水産業マップ
・農産物販売金額（経営体あたり）
全国平均より200万円高い

・農業経営者の平均年齢
46.7歳

事実と仮説の区別

ビジョンの言語化／構造化／具体化

5W5Hの発想／調査

信州学におけるRESAS活用

地方創生☆RESASフォーラム2017in関西



信州学におけるRESAS活用授業
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・教科：情報の科学（週１時間）
「問題解決のためのコンピュータ活用」
・総合的な学習の時間（週1時間）
を利用し，約半年間展開

外部講師
コミュニケーションズ・アイ(松本市)
富士通長野支社(長野市)

課題の設定 情報の収集
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• 様々なマップを見ながら、データから見える長野県
や、自分の住んでいる町の地域特徴を探索

時間

空間違和感

ポイント!!
３つの「カン」に
注目!!

過去と現在を
比べてどうか？

他の地域と比
べてどうか？

データが極端に
大きい,小さいと
ころは？

信州学におけるRESAS活用授業 課題の設定 情報の収集
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信州学におけるRESAS活用授業
研究テーマ

研究テーマから連想されるキーワードを発想する

キーワードの中から、知りたい項目を選択する

キーワードに近しいRESASマップを見る

特徴を読み取る

Web検索から関連データを探す

他地域や他時間帯と比較する

調査した結果を考察する

マップ有 マップ無

調
査
シ
ー
ト

課題の設定 情報の収集



探究学習 調査シート

松本市の観光産業の活性化を図りたい

研究テーマ

訪日外国人の動向 松本城の集客力 長期滞在客の動向

観光マップ

外国人訪問分析

（観光庁,日本政府観光局）

観光マップ

目的地分析

（株式会社ナビタイムジャパン経路検索条件データ）

（平成23年度

松本市観光動向調査報告書）

松本市への観光客は、中高年世代（国内）、台湾・オーストラリア（国外）が多くを占める。将来顧客となる

若年層へ訴求できる観光資源の発掘、松本ブランドの中国へのプロモーションが必要と感じた。

RESAS調査① マップ 有 ・ 無 RESAS調査② マップ 有 ・ 無 RESAS調査③ マップ 有 ・ 無

・4～6月は、台湾からの訪問者

が圧倒的に多い。

・全国と比較して、中国観光客

の訪問が少ない。

※長野県のデータ、市町村データはなし

調査結果①

・2015年の休日は、8,021回の

検索回数（自動車）。

・同一条件で姫路城と比較した

場合、14,687回と倍近くの差が

ある。

調査結果②

・長期滞在者（3泊以上）は、

家族旅行の比率が高い

・30-60代の関東地方在住者が

多い

調査結果③

考察

調査キーワード① 調査キーワード② 調査キーワード③

Sample



信州学におけるRESAS活用授業
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課題の設定 情報の収集

信州学テーマ発表会：個々の研究テーマをゼミ形式で発表・意見交換



信州学におけるRESAS活用授業
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整理・分析

▪ これまでに集めた資料・データを基
に考察を行い、自分なりの結論、
これからの展望を考える授業

▪ チェックリストを基に、全5回の授
業を通じて、考察をブラシアップ

①得られた結果➡②新たな問い➡③根
拠を持って示される答え➡①に戻る



▪ 授業風景動画（整理・分析）

▪ 発表風景動画（まとめ・表現）
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信州学におけるRESAS活用授業 整理・分析
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信州学におけるRESAS活用授業 まとめ・表現

研究テーマ

クラス発表会のプレゼン仕様を確認する

「シナリオパターン例」を参考に、
プレゼンシナリオをキーワードレベルで組み立てる

プレゼンを行う上で、調査が必要な箇所を特定する

キーワードを記入する

パワーポイントを作成する

調査必要なし 調査必要あり

ク
ラ
ス
発
表
会

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

シ
ナ
リ
オ

持ち時間：5分/1人 パワーポイント作成枚数（目安）：10枚前後

調査結果／考察を記入する

調査シート



探究学習 クラス発表会 プレゼンテーション シナリオパターン例

【パターン①】

プロセス重視

１．タイトル

【パターン②】

結論重視

【パターン③】

全体像重視

【パターン④】

ストーリー重視

【パターン⑤】

提案重視

２．序論

３．研究方法

４．結果

５．考察

６．謝辞・参考文献

１．タイトル

２．結論

３．理由

４．具体例

５．結論（再掲）

６．謝辞・参考文献

１．タイトル

２．結論

３．本論①

４．本論②

５．本論③

６．最終結論

７．謝辞・参考文献

１．タイトル

２．要約

３．詳細説明

４．まとめ

５．謝辞・参考文献

１．タイトル

２．事実（客観）

３．気持ち（主観）

４．提案

５．結論

６．謝辞・参考文献

※君の未来を拓く『探究』まとめ

表現編 ポスター基本構成より

※PREP法より

※ホール・パート法より

※SDS法より

※DESC法より

Point

探究した過程を

描く

Point

探究した結論を

明示する

Point

結論と関連する

根拠・理由を3つ

用意する

Point

聞き手の興味を

中心にシナリオ

展開する

Point

提案したいことを

中心にシナリオ

展開する



信州学におけるRESAS活用授業

▪ 各クラス小グループで、自分の研究内
容を発表

▪ グループ代表を選出し、クラス全体で
発表。クラス代表を選出

▪ チェックリストを用いて，個々を評価

▪ 1人（１グループ）の持ち時間は5分
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まとめ・表現

信州学クラス発表会：個々の研究成果をゼミ形式で発表・意見交換



信州学におけるRESAS活用授業
信州学学年発表会
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まとめ・表現

朝日の差し込む村づくり
∞森で育むかぞくの愛∞
（地方創生☆政策アイデアコ
ンテスト2016 全国一次予
選）

スポーツに頼らず長野県
を訪れる観光客を増やす
には？

浅間温泉をレッツ活性化!!



RESAS活用授業のメリット・デメリット
■メリット ■デメリット
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• 地域特徴・課題の発見の有用性

(漠然とした地域の課題をより具体化

することが容易)

• 情報リテラシー教育の充実

（根拠あるデータの習得、目的に応じた

情報を適切に習得する力）

• 実感を伴う学習へ

（データで理解したことを、実際に調査

等を通して実感することの重要性）

• RESASの指導力不足

（専門用語、更新されるRESASへの対

応）



RESASを活用した探究学習支援事業

○平成29年度より、長野県下13校にＩＣＴ機器を整備。国の「地方創生推進

交付金」事業で実践研究

○RESASを活用した探究活動を実施し、地方創生の意識の向上、他者と協働

しながら新しい価値を生み出すための思考・判断・表現力を育む

○ＩＣＴ支援員の配置、校内研修・公開授業を通じて、教員のＩＣＴ活用指

導力の向上を図る
地方創生☆RESASフォーラム2017in関西24



RESASを活用した探究学習支援事業
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第１回 第２回 第３回 第４回 第５回授
業
展
開 課題の設定 情報の収集

整理・分析①
情報の収集
整理・分析② 解決策立案 提案書作成

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ

授
業
内
容

ワークシートを用い、
地域特徴を書き
込み、研究課題
を設定

質問シートを用い、
設定した課題に
対する仮説の妥
当性を考察

集めた情報を分
析し、研究課題を
シナリオパターンに
当てはめていく

研究課題に対す
るアイデアを立案
する

プレゼン資料を完
成させ、発表する

学習記録（プレゼン資料)の変遷

アンケート(自己評価) アンケート(自己評価) アンケート(自己評価) アンケート(自己評価) アンケート(自己評価)

プレゼン・質疑応答
(他者評価)

プレゼン・質疑応答
(他者評価)

プレゼン・質疑応答
(他者評価)

プレゼン・質疑応答
(他者評価)

プレゼン・質疑応答
(他者評価) 最

終
成
果
物

最
終
ア
ン
ケ
ー
ト



地方創生☆RESASフォーラム2017in関西

ご清聴ありがとうございました



教師の「得意、興味・関心リスト」
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こんにちは県議会（2016.11.13）

県議会議員と生徒との懇談
①観光
「外国人観光客を増やすには」
②農業
「長野県の特産品を売り込むためには」
③地域活性化
「移住者を受け入れ、増やすためには」
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地方創生☆政策アイデアコンテストに向けての取り組み

▪ 本校から4組（個人2名、グループ2名)が
応募（希望者）

▪ 10月よりゼミを行いながら、互いに意見を
出し合い、足りない情報を集めながら各自
のアイデアを深化

▪ 2組が関東予選を通過し全国審査へ

▪ 1組が最終プレゼン審査へ進出、最優秀賞
である「地方創生担当大臣賞」を受賞
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チェックリスト



研究テーマに対する質問例
例 質問例

Why？（なぜ？） 理由・原因を求める なぜ○○ですか？ ○○はなぜですか？
What？（何？） 情報・知識を求める ○○とは何ですか？
Where？（どこ？） 場所・範囲を特定する ○○の(データが大きい・小さい)のはどこですか？
When？（いつ？） 時間・時期を特定する ○○の(データが大きい・小さい)のはいつですか？
Who？（誰？） 対象を特定する ○○の(データが大きい・小さい)のは誰ですか？

How？（どのように？） 方法・しくみを求める どのように○○なのか？
How much？（どのくらい？） 量・割合・変化を求める どのくらい○○なのか？

例 構成要素

PEST ■Political（政治的要因)
■Sociological（社会的要因）

■Economical（経済的要因）
■Technological（技術的要因）

5Forces
■売り手の交渉力
■買い手の交渉力
■新規参入の脅威

■代替品の脅威
■競合企業同士の競争

3C ■Customer（顧客）
■Company（自社）

■Competitor（競合）

4P ■Product（商品）
■Price（価格）

■Promotion（広告・販促）
■Place（チャネル）



【パターン①】

プロセス重視

１．タイトル

【パターン②】

結論重視

【パターン③】

全体像重視

【パターン④】

ストーリー重視

【パターン⑤】

提案重視

２．序論

３．研究方法

４．結果

５．考察

６．謝辞・参考文献

１．タイトル

２．結論

３．理由

４．具体例

５．結論（再掲）

６．謝辞・参考文献

１．タイトル

２．結論

３．本論①

４．本論②

５．本論③

６．最終結論

７．謝辞・参考文献

１．タイトル

２．要約

３．詳細説明

４．まとめ

５．謝辞・参考文献

１．タイトル

２．事実（客観）

３．気持ち（主観）

４．提案

５．結論

６．謝辞・参考文献

※君の未来を拓く『探究』まとめ

表現編 ポスター基本構成より

※PREP法より

※ホール・パート法より

※SDS法より

※DESC法より

Sample

松本市の観光産業の活性化を図りたい

若年層向けの観光資源の発掘が急務

10・20代の旅行者が

他年齢層と比べ少ない

松本市と姫路市の観光

動向データの比較

若年対応必須

松本市観光動向

調査報告書

長期滞在観光者が

想定より少ない

長期滞在者は家族

旅行の比率が高い

30-60代関東在住者が

旅行者ボリュームゾーン

若年対応必須

松本市観光動向

調査報告書

訪日外国人に地域の

魅力をPRしたい

訪問分析・訪日外国人

へのインタビュー

温泉・酒・祭等が

訪問ニーズとして挙がる

ニーズと観光資源の

マッチングPRが重要

RESAS観光マップ

外国人訪問分析

松本城への注目が

集まっている

松本市の検索ワードNo1

外国人向けガイド本掲載

特に、訪日外国人の

集客が伸びている

RESAS観光マップ

目的地分析

訪日外国人旅行者数は

増加傾向

訪日外国人に地域の

魅力をPRしたい

オールシーズンの

松本グランピング提供

ニーズと観光資源の

マッチングPRが重要

RESAS観光マップ

外国人訪問分析

探究学習 クラス発表会 プレゼンテーション シナリオパターン例
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信州学におけるRESAS活用授業
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まとめ・表現

信州学クラス発表会：個々の研究成果をゼミ形式で発表・意見交換


